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組

合

主

催

の

「

イ

ン

ボ

イ

ス
制
度
講
習
会
」
は
、
七
月
二

十
六
日(

火)

午
後
五
時
よ
り
、

台
東
区
の
「
上
野
精
養
軒
」
に

於
い
て
、
東
京
都
中
小
企
業
団

体
中
央
会
の
「
団
体
向
け
小
規

模
事
業
者
持
続
化
支
援
事
業
」

の
一
環
と
し
て
二
十
一
名
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今

回

の

講

師

は

塚

越

税

務

会
計
事
務
所
副
所
長
の
塚
越
大

紀
氏
で
、
①
総
論
・
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
っ
て
？
②
的
確
請
求
書

の
ひ
な
型
・
端
数
処
理
③
イ
ン

ボ
イ
ス
事
業
者
に
な
る
た
め
の

登
録
手
続
き
④
売
上
側(

請
求

書
発
行
側)

の
留
意
事
項
⑤
仕

入
側(

請
求
書
受
領
側)

の
留
意

事
項
⑥
特
殊
な
取
引(

委
託
取 

 

 

 

引
・
立
替
取
引)

な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。 

令

和

五

年

十

月

一

日

か

ら

、

消
費
税
の
仕
入
税
額
控
除
の
方

式
と
し
て
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が

開
始
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
精
度

が
複
雑
で
分
か
り
に
く
い
と
い

う
声
が
多
か
っ
た
た
め
、
今
回

の
講
習
会
と
な
っ
た
も
の
。 

塚

越

講

師

は

初

め

に

「

イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
消
費
税
の

仕
組
み
の
こ
と
で
、
こ
れ
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
影
響
が
出
て
く
る
。
そ

の
一
つ
は
も
し
か
し
た
ら
利
益

が
減
少
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
は
免
税
事
業
者
の
方
、
も

し
く
は
課
税
事
業
者(

原
則
課

税)

の
方
に
つ
い
て
は
、
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
る
と
利
益

が
減
少
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
と
も
う
一
つ
は
事
務
作
業

が
増
大
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
」

と
説
明
し
ま
し
た
。 

現

状

で

は

販

売

等

で

預

か

っ
た
消
費
税
か
ら
仕
入
れ
等
で

支
払
っ
た
消
費
税
を
控
除
し
て

差
額
を
納
付
し
て
い
る
が
、
来

年
十
月
一
日
か
ら
は
仕
入
れ
等

で
支
払
っ
た
消
費
税
を
控
除
す

る
た
め
に
は
帳
簿
の
記
載
と
と

も
に
イ
ン
ボ
イ
ス(

適
格
請
求 

 
 

 

 

書)

の
保
存
が
義
務
付
け
ら
れ

る
た
め
、
自
社
が
免
税
業
者
の

場
合
に
は
イ
ン
ボ
イ
ス(

適
格

請
求
書)

を
発
行
で
き
な
い
の

で
、
小
売
店
は
免
税
業
者
に
支

払
っ
た
消
費
税
を
控
除
で
き
な

く
な
る
。 

こ

の

た

め

適

格

請

求

書

が

発
行
さ
れ
な
い
と
仕
入
先
は
支

払
っ
た
消
費
税
を
控
除
で
き
な

い
の
で
大
損
害
と
な
り
、
適
格

請
求
書
を
発
行
で
き
な
い
事
業

者
は
取
引
を
敬
遠
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。 

し

か

し

、

免

税

事

業

者

で

あ
る
こ
と
を
理
由
に
し
て
消
費

税
相
当
額
の
一
部
ま
た
は
全
部

を
支
払
わ
な
い
行
為
は
「
下
請

法
違
反
」
と
な
り
、
ま
た
課
税

事
業
者
に
な
る
よ
う
要
請
す
る

こ
と
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、

課
税
事
業
者
に
な
ら
な
け
れ
ば

取
引
価
格
を
引
き
下
げ
る
、
取

引
を
打
ち
切
る
な
ど
と
一
方
的

に
通
告
す
る
の
は
「
独
占
禁
止

法
違
反
」
に
な
る
恐
れ
も
あ
り

免
税
事
業
者
に
対
す
る
一
方
的

な
不
利
益
変
更
、
取
引
停
止
は

Ｎ
Ｇ
、
協
議
の
上
双
方
納
得
で

き
る
対
応
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。 

た
だ
免
税
事
業
者
か
ら
仕 
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入
れ
を
し
て
も
一
定
期
間
、
一

定
割
合
は
納
付
消
費
税
か
ら
引

く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
経
過

措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

つ
ま
り
令
和
八
年
十
月
ま
で

は
免
税
事
業
者
か
ら
仕
入
れ
て

も
八
〇
％
は
控
除
が
可
能
で
、

さ
ら
に
三
年
間
令
和
十
一
年
十

月
ま
で
は
五
〇
％
控
除
が
可
能

と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
降
は

控
除
不
可
と
な
り
ま
す
。 

イ

ン

ボ

イ

ス

制

度

の

登

録

申
請
は
、
二
〇
二
一
年
一
〇
月

一
日
よ
り
受
付
が
す
で
に
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
二
〇
二
三
年
一

〇
月
一
日
の
制
度
導
入
の
タ
イ

ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
適
格
請
求

書
発
行
事
業
者
に
な
る
に
は
、

二
〇
二
三
年
三
月
三
十
一
日
が

提
出
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

と

に

か

く

分

り

づ

ら

く

、

複
雑
な
制
度
で
あ
る
た
め
に
、

理
解
す
る
に
は
税
理
士
さ
ん
な

ど
に
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
も
ら
う

し
か
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

講

習

会

終

了

後

は

、

上

野

精
養
軒
屋
上
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

に
会
場
を
移
し
、
三
年
ぶ
り
の

支
部
会
を
兼
ね
た
納
涼
会
を
開

催
し
、
他
協
組
や
協
賛
会
の
メ

ン
バ
ー
も
加
わ
り
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

 

年
次
大
会
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ 

十
一
月
二
五
日
に
開
催 

 

全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組
合
連
合
会(

田
中
祐
会
長)

主

催
の
「
第
六
十
四
回
年
次
大
会

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
大
会
」
は
、
十
一
月

二
十
五
日(

金)

に
東
京
ビ
ッ
ク

サ
イ
ト
ホ
ー
ル
Ａ
に
於
い
て
開

催
さ
れ
ま
す
。 

年

次

大

会

は

新

型

コ

ロ

ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
二
年
連
続

で
開
催
が
中
止
と
な
り
、
本
来

は
金
沢
大
会
で
あ
っ
た
が
、
今

年
は
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
が
開
催
さ
れ
る

年
で
、
以
前
か
ら
開
催
が
決
定

し
て
い
た
た
め
、
金
沢
大
会
を

来
年
に
先
送
り
し
、I

G
A

S

大

会
と
し
て
開
催
さ
れ
る
。 

              

神

奈

川

県

シ

ー

ル

印

刷

協

同
組
合(

堀
木
淳
一
理
事
長)

主

催
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ニ
機
材
展

が
、
七
月
二
十
一
日
に
開
催
さ

れ
、
当
組
合
員
・
会
友
、
協
賛

会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 
今
回
は
『
ラ
ベ
ル
原
紙
を
作

っ
て
み
る
』
を
テ
ー
マ
に
、
参

加
者
に
事
前
に
材
料
サ
ン
プ
ル
、

印
刷
サ
ン
プ
ル
を
郵
送
し
、
独

自
の
ラ
ベ
ル
原
紙
を
企
画
・
製

造
・
販
売
す
る
に
至
っ
た
経
緯

な
ど
を
当
事
者
た
ち
が 

ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。 

 

神
奈
川
の
組
合
で
は
以
前
か

ら
モ
ノ
づ
く
り
に
携
わ
る
者
と

し
て
、
既
存
の
枠
か
ら
一
歩
歩

み
出
し
新
た
な
モ
ノ
づ
く
り
を

自
分
た
ち
の
手
で
切
り
開
き
、

そ
の
経
験
か
ら
次
に
繋
が
る
学

び
の
一
助
に
な
れ
ば
と
今
回
の

企
画
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

代
表
取
締
役
社
長
に 

刀
根
基
典
氏
が
就
任 

丸 

吾 

 

西

支

部

の

株

式

会

社

丸

吾

は
、
こ
の
ほ
ど
開
催
し
た
株
主

総
会
で
新
社
長
に
刀
根
基
典
氏

が
就
任
し
ま
し
た
。 

新
役
員
は
次
の
通
り
。 

代

表

取

締

役

会

長

・

植

田

裕
之
氏(

㈱
マ
ル
ゴ
レ
ー
べ
ル

代
表
取
締
役
社
長)

  

代

表

取

締

役

社

長

・

刀

根

基

典

氏 

取

締

役

営

業

本
部

長
・
今
村
浩
二
氏 

前

代

表

取

締

役

の

植

田

治

司
氏
は
退
任
し
ま
し
た
。 

                      

 

    

 

     

 
神奈川シール協組主催の  

オンラインミニ機材展  

「ラベル原紙を作ってみる」  

テーマにトークセッション  



   
日

本

は

世

界

か

ら

『

長

寿

大
国
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、 

『
長
寿
企
業
大
国
』
と
も
言
わ

れ
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。 

百
年
企
業
は
、
「
顧
客
を
第

一
に
考
え
る
正
直
な
経
営
方
針
」

「
従
業
員
を
大
切
に
考
え
る
社

風
」
「
時
代
を
生
き
残
る
流
行

に
乗
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」
を

持
つ
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

「
競
合
他
社
か
ら
ど
う
す
れ
ば

自
社
を
選
ん
で
も
ら
え
る
か
」

「
現
在
の
市
場
ニ
ー
ズ
は
何
か
」

を
考
え
ら
れ
る
企
業
が
、
長
寿

企
業
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

百

年

企

業

の

メ

リ

ッ

ト

と

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
左
記
の
と
お

り
で
す
。 

メ
リ
ッ
ト
：
長
く
社
会
に
貢

献
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
知
名

度
や
信
頼
性
、
そ
し
て
創
業
当

初
か
ら
持
ち
続
け
て
い
る
伝
統

な
ど
信
頼
で
き
る
実
績 

デ
メ
リ
ッ
ト
：
硬
い
イ
メ
ー

ジ
、
保
守
的
で
新
し
い
文
化
を

取
り
入
れ
に
く
い
と
い
っ
た
印

象
を
与
え
て
し
ま
い
や
す
い 

日

本

に

は

百

年

以

上

存

続

す
る
企
業
が
多
い
た
め
、
長
寿 

 

  企
業
大
国
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
の
百
年
企
業
の
約
四
割
が

日
本
の
企
業
で
、
創
業
二
百
年

以
上
の
企
業
は
約
六
割
を
占
め

る
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
百
年

企
業
が
多
い
業
種
に
つ
い
て
見

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

百

年

企

業

が

多

い

業

種

は

、

「
製
造
業
」
「
卸
売
業
」
「
小
売

業
」
。
も
の
作
り
大
国
で
あ
る

日
本
に
は
、
製
造
業
を
営
む
企

業
も
多
く
存
在
し
ま
す
。
明
治

に
は
製
造
業
で
も
、
食
料
品
や

飲
料
、
た
ば
こ
や
飼
料
製
造
業

を
営
む
企
業
が
爆
発
的
に
増
加

し
た
の
で
す
。 

そ

の

後

工

業

化

が

進

み

、

繊
維
工
業
や
木
材
、
木
製
品
製

造
業
の
需
要
も
増
え
、
徐
々
に

工
業
化
さ
れ
た
製
造
業
を
営
む

企
業
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。 

先

述

の

と

お

り

日

本

は

長

寿
企
業
大
国
で
、
世
界
の
百
年

企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
堂
々
の

一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

世

界

に

は

百

年

以

上

の

企

業
が
八
万
社
あ
り
、
日
本
は
約

三
万
三
千
社
と
約
四
〇
％
の
割

合
を
占
め
て
い
る
の
で
す
。
二

位
は
ア
メ
リ
カ
の
約
二
万
社
で 

 

  約
二
四
％
、
三
位
は
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
約
一
万
四
千
社
で
約
十

七
％
。
世
界
と
比
べ
て
も
日
本

が
圧
倒
的
長
寿
企
業
大
国
で
あ

る
と
分
か
り
ま
す
。 

日

本

に

は

な

ぜ

百

年

企

業

が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。
理
由

の
ひ
と
つ
に
、
「
他
国
に
よ
る

侵
略
・
植
民
地
化
が
な
か
っ
た
」

点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
他
国
か

ら
の
侵
略
や
植
民
地
化
が
行
わ

れ
て
し
ま
う
と
、
既
存
企
業
は

力
を
失
い
、
存
続
が
難
し
く
な

る
た
め
で
す
。 

二

つ

目

の

理

由

は

、

先

祖

代
々
、
長
男
が
家
業
を
引
き
継

ぐ
家
督
相
続
が
伝
統
的
に
根
付

い
て
き
た
点
と
な
り
ま
す
。 

平

均

的

な

企

業

寿

命

は

三

〇
年
と
さ
れ
て
お
り
、
現
状
、

起
業
し
て
一
年
間
で
六
割
の
企

業
が
潰
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

日
本
は
地
震
大
国
で
あ
る
う
え
、

自
然
災
害
や
戦
争
、
バ
ブ
ル
崩

壊
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
起

き
ま
し
た
。
こ
の
困
難
を
乗
り

越
え
て
き
た
日
本
の
代
表
的
な 

百
年
企
業
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

◆
キ
ッ
コ
ー
マ
ン 

一
九
一

七
年
創
業 

醤
油
ト
ッ
プ
企
業 

 

   

◆
ヒ
ガ
シ
マ
ル
醬
油 

一
五

八
〇
年
創
業 

関
西
・
瀬
戸
内

中
心
の
醤
油
製
造
業 

 

◆
ナ
ベ
ヤ 

一
五
六
〇
年
創

業
の
日
本
最
古
の
金
属
系
製
造

業 
 

 

◆
井
村
屋
グ
ル
ー
プ 

一
八

九
六
年
創
業
菓
子
製
造
業 

 

◆
ア
シ
ザ
ワ
・
フ
ァ
イ
ン
テ

ッ
ク 

一
九
〇
三
年
創
業
の
機

械
製
造
業 

◆
宮
田
織
物 

一
九
一
三
年

創
業
の
織
物
製
造
業 

 

百
年
企
業
の
共
通
点
は
、 

①
流
行
に
合
わ
せ
ら
れ
る 

②
経
営
理
念
を
持
っ
て
い
る 

③
地
域
密
着
型
で
あ
る 

④
親
族
経
営
で
あ
る 

⑤
顧
客
と
の
信
頼
関
係
が
あ
る 

⑥
経
営
理
念
を
継
承
し
て
い
る 

な
ど
で
す
。 

 

ち
な
み
に
シ
ー
ル
印
刷
業
界

に
は
百
年
企
業
は
ま
だ
あ
り
ま

せ
ん
が
、
大
阪
シ
ー
リ
ン
グ
印

刷
が
今
年
で
創
業
九
十
七
年
、

も
う
少
し
で
百
年
に
な
り
ま
す

が
、
協
賛
会
員
の
坂
崎
彫
刻
工

業
が
今
年
で
め
で
た
く
創
業
百

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

  

参
考
資
料

k
a

o
n

a
v

i.jp
 

 

  

                               

 

ご
存
知
で
す
か
？ 

「
日
本
は
長
寿
企
業
大
国
」
世
界
の
百
年
企
業
の
四
割
が
日
本
に 

https://www.kaonavi.jp/dictionary/100nen_kigyo/


    

 

第
三
章 
心
を
操
る
微
生
物 

 

腸

内

微

生

物

は

体

の

健

康

を
左
右
す
る
だ
け
で
な
く
、
心

の
健
康
を
も
左
右
し
て
い
る
。

さ
ら
に
乳
幼
児
期
に
腸
の
マ
イ

ク
ロ
バ
イ
オ
―
タ
が
乱
さ
れ
る

と
、
そ
の
影
響
が
小
児
期
以
降

に
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
。 

ヒ

ト

の

脳

は

乳

幼

児

期

に

集
中
的
に
発
達
す
る
。
自
閉
症

の
原
因
が
腸
に
あ
る
子
は
疑
い

の
余
地
が
な
い
。
健
康
時
に
比

べ
て
平
均
す
る
と
腸
内
に
ク
ロ

マ
ト
リ
ジ
ウ
ム
属
の
細
菌
が
十

倍
も
多
く
い
た
。 

お

そ

ら

く

破

傷

風

菌

の

仲

間
の
菌
類
も
幼
い
脳
に
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
る
よ
う
な
神
経
毒
素

を
出
す
の
だ
ろ
う
。
猫
好
き
の

人
は
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
ム
に
感
染

し
や
す
い
。 

フ

ラ

ン

ス

の

パ

リ

で

妊

婦

を
対
象
に
検
査
し
た
と
こ
ろ
、

八
四
％
が
感
染
し
て
い
た
。
感

染
す
る
と
男
と
女
の
性
格
が
逆

向
き
に
代
わ
る
。
男
は
陰
気
に 

 

     

な

り

社

会

ル

ー

ル

や

道

徳

を
無
視
す
る
よ
う
に
な
る
。
女

は
明
る
く
、
お
お
ら
か
に
な
り
、

心
が
広
く
決
断
力
の
あ
る
自
信

家
に
な
る
。 

ト

キ

ソ

プ

ラ

ズ

ム

は

寄

生

し
た
宿
主
の
性
格
や
振
る
舞
い

を
変
え
て
し
ま
う
方
法
を
習
得

し
た
。
二
十
世
紀
末
に
な
る
ま

で
微
生
物
学
者
の
研
究
対
象
と

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。 

ト

キ

ソ

プ

ラ

ズ

ム

は

心

の

病
気
の
多
く
に
関
連
し
て
い
る

こ
と
が
判
明
さ
れ
た
。
性
格
は

生
ま
れ
つ
き
決
ま
っ
て
い
て
人

生
の
途
中
で
変
え
ら
れ
な
い
も 

の
で
は
な
い
と
い
う
。 

性

格

を

決

め

て

い

る

の

は

腸
に
棲
む
最
近
だ
と
い
う
概
念

は
ど
う
か
腸
に
微
生
物
が
棲
ん

で
い
な
い
マ
ウ
ス
は
反
社
会
的

で
他
の
マ
ウ
ス
と
関
わ
ろ
う
と

せ
ず
単
独
で
過
ご
す
の
を
好
む
。 

マ

イ

ク

ロ

バ

イ

オ

ー

タ

を

存
す
る
マ
ウ
ス
は
他
の
マ
ウ
ス

に
す
ぐ
寄
っ
て
行
っ
て
挨
拶
を

す
る
。
腸
内
微
生
物
を
抱
え
て

い
る
だ
け
で
社
交
的
に
な
る
の

だ
。
マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ
ー
タ
は

ど
ん
な
人
物
に
惹
か
れ
る
ま
で

決
め
て
い
る
。 

私

た

ち

の

気

分

を

向

上

さ

せ
て
振
る
舞
い
を
変
え
さ
せ
る
。

そ
う
い
う
こ
と
で
マ
イ
ク
ロ
バ

イ
オ
ー
タ
が
利
益
を
得
る
か
ら

だ
。 例

え

ば

あ

る

食

品

に

含

ま

れ
る
物
質
を
餌
に
す
る
細
菌
が

い
る
と
す
る
と
、
そ
れ
を
食
べ

る
と
細
菌
は
す
く
す
く
育
ち
、

そ
の
過
程
で
産
生
す
る
物
質
で

私
た
ち
を
幸
福
に
す
る
。 

細

菌

が

餌

に

し

た

い

食

品

を
食
べ
た
く
な
る
よ
う
に
仕
向

け
る
。
免
疫
系
が
脳
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
免
疫
系
が
攻
撃

に
備
え
て
い
る
時
サ
イ
ト
カ
イ

ン
と
い
う
物
質
を
放
出
さ
せ
る
。 

 

サ

イ

ト

カ

イ

ン

は

敵

が

い

な
け
れ
ば
誤
射
す
る
。
心
の
病

気
に
苦
し
む
人
に
は
免
疫
系
の

過
剰
活
動
炎
症
が
観
察
さ
れ
る
。 

自

閉

症

患

者

の

場

合

も

免

疫
系
が
過
剰
に
働
い
て
サ
イ
ト

カ
イ
ン
を
好
戦
的
な
レ
ベ
ル
ま

で
押
し
上
げ
て
い
る
。
腸
の
マ

イ
ク
ロ
バ
イ
オ
ー
タ
が
変
わ
る

と
危
険
な
の
は
こ
う
し
た
過
剰

な
免
疫
活
動
だ
と
。 

消

化

さ

れ

な

か

っ

た

食

べ

物
を
腸
の
マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ
ー

タ
が
分
解
す
る
と
き
に
で
き
る

物
質
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
、
短
鎖
脂

肪
酸
の
一
つ
で(

他
に
酢
酸
、

酪
酸)

私
た
ち
の
健
康
と
幸
福

に
欠
か
せ
な
い
物
質
だ
。 

注

目

し

た

の

は

プ

ロ

ピ

オ

ン
酸
、
人
体
に
重
要
な
物
質
で

あ
る
と
同
時
に
、
パ
ン
製
品
の

防
腐
剤
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。 

 
 

パ

ン

製

品

は

多

く

の

自

閉

症
児
が
好
む
食
物
で
、
さ
ら
に

プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
を
産
生
す
る
の

は
ク
ロ
ス
ト
リ
ジ
ウ
ム
属
の
細

菌
だ
と
い
う
こ
と
も
知
ら
れ
て

い
る
。 

プ

ロ

ピ

オ

ン

酸

そ

の

も

の

は
有
害
で
は
な
い
が
、
自
閉
症

児
の
体
内
に
は
こ
の
物
質
を
過

剰
生
産
し
て
い
て
、
そ
の
プ
ロ

ピ
オ
ン
酸
が
振
る
舞
い
に
影
響

を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

腸
内
細
菌
の
組
成
比
が
変
わ
る

と
行
動
も
変
わ
り
う
る
と
い
う

概
念
の
扉
を
開
い
て
い
た
。 

 

 

            

 

                  

  

 

寄
稿
「
生
命
の
種
」
第
二
弾 

(

７) 

 
 

「
肥
満
は
器
質
的
疾
患
が
主
な
原
因
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

有)

Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｖ 

篠
田 

ち
ゑ 



    

■
ワ
ク
チ
ン
っ
て
な
に
？ 

新

型

コ

ロ

ナ

感

染

に

よ

っ

て
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
急
が

れ
て
お
り
、
す
で
に
四
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
果
た
し
て
ワ
ク
チ
ン
と

は
何
で
し
ょ
う
か
。 

感
染
症
に
か
か
る
と
体
の 

               中
で
抗
体
な
ど
が
作
ら
れ
、
新 

た
に
外
か
ら
侵
入
す
る
病
原
体

を
攻
撃
す
る
し
く
み
が
で
き
ま

す
。
こ
の
し
く
み
を
「
免
疫
」

と
い
い
ま
す
。 

免

疫

の

し

く

み

を

利

用

し

た
の
が
「
ワ
ク
チ
ン
」
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
に

よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
ウ
イ
ル
ス

や
細
菌(

病
原
体)

に
対
す
る
免

疫(

抵
抗
力)

を
作
り
出
し
、
病

気
に
な
り
に
く
く
す
る
の
で
す
。

ま
れ
に
熱
や
発
し
ん
な
ど
の
副

反
応
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
実
際

に
感
染
症
に
か
か
る
よ
り
も
症

状
が
軽
い
こ
と
や
、
ま
わ
り
の

人
に
う
つ
す
こ
と
が
な
い
と
い

う
利
点
が
あ
り
ま
す
。 

赤
ち
ゃ
ん
は
、
お
母
さ
ん

の
お
腹
に
い
る
と
き
に
お
母
さ

ん
か
ら
様
々
な
病
気
に
対
す
る

免
疫
が
受
け
継
が
れ
ま
す
。
し

か
し
、
百
日
せ
き
の
抗
体
は
生

ま
れ
て
早
い
時
期
に
、
麻
し
ん

(

は
し
か)

の
抗
体
は
乳
児
期
後

半
に
は
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
百
日
せ
き
を
含
む

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
生
後
三

ヵ

月

、

麻

し

ん

を
含

む

Ｍ

Ｒ
(

麻
し
ん
風
し
ん
混
合)

ワ
ク
チ

ン
は
生
後
十
二
ヵ
月
に
な
っ
た

ら
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

 

■
感
染
症
と
は 

ウ

イ

ル

ス

や

細

菌

な

ど

の

微
生
物
が
体
内
に
入
り
、
体
内

で
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
発
症

す
る
病
気
の
こ
と
で
す
。
微
生

物
の
種
類
に
よ
っ
て
発
熱
や
せ

き
、
頭
痛
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
症
状
が
出
現
し
ま
す
。 

 

■
ワ
ク
チ
ン
の
役
割 

予
防
接
種
に
は
、
「
個
人
を

守
る
」
と
「
社
会
を
守
る
」
の

二
つ
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。 

予
防
接
種
を
受
け
る
と
そ
の
病

気
に
対
す
る
免
疫(

抵
抗
力)

が

つ
く
ら
れ
、
そ
の
人
の
感
染
症

の
発
症
あ
る
い
は
重
症
化
を
予

防

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。 

ま
た
、
多
く
の
人
が
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
で
免
疫
を
獲
得

し
て
い
る
と
、
集
団
の
中
に
感

染
患
者
が
出
て
も
流
行
を
阻
止

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
集
団
免

疫
効
果
」
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。 

さ
ら
に
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
を
守
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

■
定
期
接
種
と
任
意
接
種 

  

予
防
接
種
に
は
、
法
律
に
基

づ
い
て
市
区
町
村
が
主
体
と
な

っ
て
実
施
す
る
「
定
期
接
種
」

と
、
希
望
者
が
各
自
で
受
け
る

「
任
意
接
種
」
が
あ
り
ま
す
。 

接
種
費
用
は
、
定
期
接
種
は
公

費
で
す
が
（
一
部
で
自
己
負
担

あ
り
）
、
任
意
接
種
は
自
己
負 

負
担
と
な
り
ま
す
。 

市

区

町

村

が

実

施

す

る

予

防
接
種
の
種
類
や
補
助
内
容
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
区
町
村

な
ど
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

定
期
の
予
防
接
種
に
よ
る
健
康

被
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

救
済
給
付
を
行
う
た
め
の
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い

の
市
区
町
村
に
ご
相
談
く
だ
さ 

い
。
任
意
予
防
接
種
に
よ
っ
て

健
康
被
害
が
起
こ
っ
た
と
き
は
、

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機

器
総
合
機
構
法
に
よ
る
救
済
制

度
が
あ
り
ま
す
。 

 

■
ワ
ク
チ
ン
の
種
類 

 

定
期
接
種 

小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン 

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク

チ
ン
、
四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、

Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
Ｍ
Ｒ(

風
疹)

ワ
ク
チ

ン
、
水
ぼ
う
そ
う
ワ
ク
チ
ン
、

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ

(

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン)

、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
成
人
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン 

 

任
意
接
種 

お
た
ふ
く
か
ぜ
、

三
種
混
合 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン 

Ａ
型
肝
炎
ワ
ク
チ

ン
、
髄
膜
炎
菌
ワ
ク
チ
ン 

ワ

ク

チ

ン

を

接

種

す

る

こ

と
は
感
染
症
か
ら
個
人
を
守
る
、

そ
し
て
社
会
を
守
っ
て
い
く
と

い
う
重
要
な
目
的
と
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
一
方
で
、
ど
う
し
て
も

ゼ
ロ
に
で
き
な
い
副
反
応
の
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
予
防

接
種
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
は
、

接
種
す
る
こ
と
に
よ
る
ベ
ネ
フ

ィ
ッ
ト
と
リ
ス
ク
を
正
し
く
理

解
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 

 

 

  

                            

No188 健康がいちばん !   

ワクチンはウイルスへの免疫を  

「個人」と「社会」を守る役割が 

 



    

コ

ニ

カ

ミ

ノ

ル

タ

株

式

会

社
（
本
社:

東
京
都
千
代
田
区
、

社
長:

大
幸 

利
充
）
は
、
高
速

デ

ジ

タ

ル

ラ

ベ

ル

印

刷

機

「A
c

c
u

r
io

L
a

b
e

l

（
ア
キ
ュ 

 
 

 
 

 

リ
オ 

ラ
ベ
ル
）

4
0

0

」
を
二
〇

二
三
年
春
に
発

売
予
定
。 

 

同
機
の
投
入
に

よ
り
ラ
ベ
ル
印

刷
機
に
お
い
て

も
ハ
イ
ボ
リ
ュ

ー
ム
領
域
へ
進

出
し
、
デ
ジ
タ

ル
印
刷
業
界
の

発
展
に
さ
ら
に

貢
献
し
て
い
く

と
し
て
い
る
。 

同
機
は
、
二
〇

一
六
年
の
発
売
以 

来
、
全
世
界
で
千
台

の
売
上
を
突
破
し
た
デ
ジ
タ
ル

ラ

ベ

ル

印

刷

機

「A
c

c
u

r
io

L
a

b
e

l 

シ
リ
ー 

    

    

ズ
」
初
の
ハ
イ
エ
ン
ド
機
で
最

上
位
機
種
に
あ
た
り
、
高
速
プ

リ
ン
ト
と
連
続
印
刷
長
の
延
長
、

I
Q

-
5

2
0

で
の
工
程
の
自
動
化

に
よ
り
、
ハ
イ
ボ
リ
ュ
ー
ム
領 

域
で
も
他
に
例
を
見
な
い
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率
化
を
実
現

し
て
い
る
。 

こ

れ

に

よ

り

、

印

刷

現

場

に
お
け
る
タ
イ
ム
ロ
ス
を
最
小

化
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
育
成
期
間
を
大
幅

に
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
同
社
初
の
白
色
ト
ナ
ー

の
導
入
も
含
め
て
デ
ジ
タ
ル
ラ

ベ
ル
印
刷
の
付
加
価
値
を
高
め
、

ラ
ベ
ル
印
刷
業
界
に

D
X

（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
と
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

機
会
を
生
む
シ
ス
テ
ム
と
し
て

提
案
し
て
い
る
。 

 

同
機
が
提
供
す
る
価
値
は
、 

①
印
刷
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と

連
続
印
刷
の
長
尺
化
で
生
産
性

を
向
上 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

  

  

毎
分

3
9
.
9
m

と
い
う
従
来

機
比1

.
7

倍
の
ス
ピ
ー
ド
を
達

成
し
な
が
ら
も
、
定
評
の
あ
る

オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
に
迫
る
高
品

質
出
力
を
実
現
。 

②I
Q

5
2

0

の
自
動
化
技
術

で
省
力
化
と
ス
キ
ル
レ
ス
を
提

供
白
色
ト
ナ
ー
の
導
入
で
活
用

幅
を
拡
大 

従
来
の

I
Q

5
0

1

を
ラ
ベ
ル

印
刷
用
に
変
更
し
た

I
Q

5
0

2

に
初
め
て
導
入
。 

③
白
色
ト
ナ
ー
の
導
入
で
活

用
幅
を
拡
大 

同

社

初

の

白

色

ト

ナ

ー

を

オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
用
意
す
る

こ
と
で
幅
広
い
用
途
へ
の
印
刷

が
可
能
と
な
っ
た
。 

 

主
な
仕
様
は
次
の
通
り
。 

■
印
刷
速
度
・
最
大

3
9

.9
/

分

(C
M

Y
K

印
刷
時)

、
白
印
刷

時

2
0

m
/

分
■
対
応
用
紙
幅
・

2
5

0

～3
3

0
.2

m
m

■
最

大
ロ

ー
ル
サ
イ
ズ
／
外
径

8
0

0
m

m

■

通

可

能

紙

厚

・9
6

～2
7

0

μ
m

■
設
置
作
業
ス
ペ
ー
ス
・

7
3

0
0

(
W

)1
2

0
0

(
D

)1
6

2
0

 

(
H

)m
m

 

 

    

 

第
一
八
六
回

「
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
」 

 
 

高 速 デ ジ タ ル ラ ベ ル 印 刷 機

「AccurioLabel  400」を発売  

 


